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2023年７月18日 

  

【梅雨明け前後の熱中症による救急搬送人員の推移について】 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

■ 梅雨明け前後の熱中症による救急搬送人員 

  過去５年（2018年から2022年まで）の梅雨明け前後の救急搬送人員をみると、梅雨明けとと 

 もに急増することが分かります。梅雨明け直後の１週目は暑さに慣れていない人が多く、２週目  

 は暑い日が続くことで疲労が蓄積し同様に多くの人が救急搬送されていることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後、梅雨明けとともにさらに暑さが厳しくなり、熱中症への警戒レベルが次のフェーズへ移

行することから、過去５年間（2018年から2022年まで）の梅雨明け前後の熱中症による救急

搬送人員の推移等を取りまとめましたので、以下のとおりお知らせします。 

※ 各年の梅雨明け日は、気象庁の速報値による。 

※ 気温は、消防本部観測の数値による。 

  

  

 

梅雨明け、警戒レベルは次のフェーズへ‼ 

梅雨明け週数（週目） 
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■ 年齢区分別の発症時の行動割合 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 年齢区分別の発症時の屋内外の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 年齢区分別の傷病程度別の割合 
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